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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年11月10日(2016.11.10)

【公開番号】特開2015-231417(P2015-231417A)
【公開日】平成27年12月24日(2015.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-081
【出願番号】特願2014-118669(P2014-118669)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３４１　
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３７０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月26日(2016.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　これを実現するため、本実施形態の計算機１０９は、図２に示すように、予め定めた撮
像条件およびパルスシーケンスに従って、静磁場の中に置かれた被検体１０３に、高周波
磁場を照射するとともに傾斜磁場を印加して、前記被検体１０３から発生するエコー信号
を計測し、ｋ空間に配置するエコー計測部１２０と、前記エコー信号から画像を再構成す
る画像再構成部１３０と、前記パルスシーケンスに設定された傾斜磁場の波形である初期
波形を調整し、調整後波形を得る傾斜磁場波形調整部１４０と、応答関数を取得する応答
関数算出部１５０と、を備える。そして、エコー計測部１２０は、初期波形の代わりに調
整後波形をパルスシーケンスに適用してエコー信号を計測する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　例えば、図３（ａ）に示す位相補償型ＧＥシーケンス２００では、Ａｓ０は、スライス
傾斜磁場２０１、Ｂｓ０は、スライスリフェーズ傾斜磁場２０３、Ｄｓ０は、傾斜磁場２
０８である。また、Ｂｐ０は、位相エンコード傾斜磁場２０４、Ｄｐ０は、傾斜磁場２０
９である。そして、Ｂｆ０は、ディフェーズ用周波数エンコード傾斜磁場２０５、Ｃｆ０
は、周波数エンコード傾斜磁場２０６、Ｄｆ０は、傾斜磁場２１０である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　このとき、バンドストップフィルタを適用するだけでは撮像条件を満たさない波形とな
る。このため、本実施形態では、バンドストップフィルタ適用後の波形（除去後波形）を
、傾斜磁場の印加時間を延長せずに、撮像条件を満たすよう整形する。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　［ステップＳ１１０１］
　帯域除去部１４１が、図６（ａ）に示す初期波形４１０を、６５ｋＨｚでサンプリング
してフーリエ変換して得た周波数分布（スペクトル）５１０を、図６（ｂ）に示す。なお
、図６（ｃ）は、図６（ｂ）の、横軸の範囲±３ｋＨｚ範囲を抽出したもの（スペクトル
）５１０ａである。図６（ｂ）および図６（ｃ）では、横軸は周波数［ｋＨｚ］、縦軸は
強度［ｍＴ／ｍ］を示す。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　以上説明したように、本実施形態のＭＲＩ装置は、パルスシーケンスに予め設定された
傾斜磁場の波形である初期波形を調整し、調整後波形を得る傾斜磁場波形調整部１４０、
を備え、前記パルスシーケンスは、予め定めた撮像条件に従って、静磁場の中に置かれた
被検体１０３に高周波磁場を照射するとともに傾斜磁場を印加して、前記被検体１０３か
ら発生するエコー信号を計測する際に用いられ、前記傾斜磁場波形調整部１４０は、前記
初期波形の周波数帯域の一部を除去し、除去後波形を生成する帯域除去部１４１と、前記
除去後波形を、前記撮像条件を満たすよう整形し、前記調整後波形を得る波形整形部１４
２と、を備える。
　前記撮像条件と前記パルスシーケンスとに従って、前記エコー信号を計測するエコー計
測部１２０をさらに備え、前記エコー計測部１２０は、前記調整後波形を前記パルスシー
ケンスに適用し、前記エコー信号を計測する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　例えば、図６（ａ）に示す初期波形４１０の場合、図１８（ａ）のテーブル８１０の結
果から、スライス傾斜磁場ｓをｘ、ｙ、ｚ軸方向に印加する場合と、周波数エンコード傾
斜磁場ｆをｙ、ｚ軸方向に印加する場合との音圧レベル（Ｏｖｅｒａｌｌ）の値が、１１
０ｄＢを超える。従って、例えば、これらの場合だけ帯域除去処理を実施する。
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